
優
良
賞
【
環
境
貢
献
特
別
賞
】

高
速
排
水
ろ
過
機

ショウワ洗浄機

　
シ
ョ
ウ
ワ
洗
浄
機
の
高
速
排
水
ろ

過
機
「
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
型
」
は
、
食
品
業

界
な
ど
の
生
産
排
水
の
排
水
改
善

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
前
処
理
用
と
し

て
開
発
し
た
。
生
産
水
の
最
終
排
水

処
理
が
可
能
な
ほ
か
、
同
機
は
薬
品

を
使
用
し
な
い
た
め
、
直
接
下
水
や

河
川
に
放
流
で
き
る
の
が
特
徴
。

　

の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
８

の
高
圧
水
流
が
浸
透
す
る
と
同
時

に
、
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー

泡
群

が
フ

ィ
ル
タ
ー
に
付
着
し
て
い
る
汚
れ
、

浮
遊
物
質
を
分
離
、
分
解
し
て
浮
力

で
排
出
す
る
方
式
を
開
発
。
特
許
も

取
得
し
た
。

　
フ
ィ
ル
タ
ー
は
常
時
ク
リ
ー
ン
ニ

グ
す
る
の
で
連
続

時
間
の
高
速
濾

過
処
理
が
可
能
。
排
水
を
毎
時
３

、
５

、

処
理
す
る
３
機
種

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
た
。

　

横
浜
市
西
区
、
０
４
５
・
２
４

２
・
５
５
５
９

奨
励
賞

金
型
の
熱
処
理
に
お
け
る
歪
み
極
小
化
装
置
開
発

岡
谷
熱
処
理
工
業

　
岡
谷
熱
処
理
工
業
は
プ
レ
ス
加
工

用
金
型
材
の
熱
処
理
に
お
け
る
歪
み

を
Ａ
３
判
の
大
き
さ
で
、
０
・

―
０
・

に
抑
え
る
技
術
を
開

発
し
た
。
独
自
開
発
し
た
歪
み
修
正

装
置
「
ア
ル
フ
ラ
ッ
ト
」
を
使
い
、

熱
処
理
温
度
と
加
圧
力
を
自
在
に
可

変
し
、
金
型
材
の
歪
み
修
正
処
理
を

行
う
。

　
金
型
材
に
歪
み
が
少
な
い
と
仕
上

げ
加
工
の
平
面
研
磨
な
ど
の
時
間
短

縮
に
つ
な
が
り
、
金
型
に
加
工
応
力

が
多
く
残
ら
な
い
。
経
年
変
化
の
誤

差
が
少
な
く
抑
え
ら
れ
、
工
具
の
摩

耗
、
納
期
短
縮
に
貢
献
す
る
。
ま

た
、
平
面
研
磨
の
た
め
の
「
研
磨
し

ろ
」
を
最
小
限
に
で
き
る
。

　
高
硬
度
材
の
Ｓ
Ｋ
Ｄ
、
安
価
で
歪

み
抑
制
の
難
易
度
の
高
い
Ｓ
Ｋ
・
Ｓ

Ｋ
Ｓ
鋼
と
い
っ
た
全
て
の
鋼
種
に
対

応
が
可
能
だ
。

　

長
野
県
岡
谷
市
、
０
２
６
６
・

２
３
・
４
６
１
０

シーベルインターナショナル

優
良
賞
【
環
境
貢
献
特
別
賞
】

小
水
力
発
電
装
置
　
ス
モ
ー
ル
ハ
イ
ド
ロ
ス
ト
リ
ー
ム

　
シ
ー
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
流
水
式
小
水
力
発
電
装
置
「
ス
モ

ー
ル
ハ
イ
ド
ロ
ス
ト
リ
ー
ム
」
は
、

従
来
技
術
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
低

落
差
の
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
利

用
し
て
発
電
を
行
う
。
山
間
地
だ
け

で
な
く
、
人
々
の
生
活
圏
に
存
在
す

る
用
水
路
な
ど
、
身
近
な
水
資
源
を

有
効
に
活
用
で
き
る
。

　
ま
た
、
低
落
差
で
発
電
で
き
る
特

徴
か
ら
、
農
業
用
水
路
な
ど
に
水
路

機
能
と
し
て
あ
る
既
存
の
小
落
差
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
同
一
の
水
路
上

に
複
数
台
の
機
器
を
連
続
し
て
設
置

も
可
能
。
地
域
の
身
近
な
水
資
源
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
非
常
時
な
ど
に

も
利
用
で
き
る
分
散
型
の
自
立
電
源

と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
や
、
安
定
し
た
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

に
よ
る
発
電
事
業
な
ど
に
も
適
し
て

い
る
。

　

東
京
都
千
代
田
区
、
０
３
・
５

８
２
２
・
２
２
７
５

　渡辺鋳造所

優
良
賞

金
型
用
プ
リ
ハ
ー
ド
ン
鋳
造
材
料

　
渡
辺
鋳
造
所
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射

出
成
形
金
型
用
の
材
料
と
し
て
「
プ

リ
ハ
ー
ド
ン
鋳
造
材
料
」
を
開
発
し

た
。
こ
の
材
料
の
機
械
的
・
熱
的
特

性
は
、
鋳
物
で
あ
り
な
が
ら
も
プ
リ

ハ
ー
ド
ン
鋼
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
鋳
物
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

曲
げ
加
工
を
施
し
た
温
調
配
管
を
容

易
に
内
蔵

鋳
ぐ
る
み

す
る
こ
と

が
で
き
、
従
来
の
金
型
で
は
不
可
能

で
あ
っ
た
３
次
元
的
な
温
調
配
管
の

設
計
・
加
工
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の

た
め
金
型
の
温
調
性
能
が
飛
躍
的
に

改
善
さ
れ
る
。

　
こ
の
金
型
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
の
金
型
に
比
べ
て
、
寸
法

精
度
の
向
上
や
ハ
イ
サ
イ
ク
ル
化
が

実
現
で
き
る
。

　

山
形
市
、
０
２
３
・
６
４
３
・

７
０
１
０

平田精機

優
良
賞

細
径
鉗
子
　
Ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｆ

　
平
田
精
機
の
細
径
鉗
子
「
エ
ン
ド

か
ん
し

リ
リ
ー
フ
」
は
、
内
視
鏡
下
外
科
手

術
で
、
組
織
を
把
持
・
剥
離
す
る
た

め
に
用
い
る
。

　
エ
ン
ド
リ
リ
ー
フ
は
組
織
を
つ
か

む
把
持
部
の
太
さ
が
鉗
子
の
一
般
的

な
太
さ
で
あ
る
５

の
ま
ま
で
、

把
持
部
と
ハ
ン
ド
ル
間
の
シ
ャ
フ
ト

部
を
直
径
２
・
４

と
細
く
し

た
。
シ
ャ
フ
ト
部
は
チ
タ
ン
の
た

め
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
難
点
だ
っ
た
曲

が
り
に
対
す
る
強
度
を
確
保
し
た
。

従
来
品
の
細
径
鉗
子
で
は
困
難
だ
っ

た
大
腸
や
胆
嚢
の
把
持
も
容
易
と
な

っ
た
。

　
腹
部
の
傷
は
手
術
後
縫
合
す
る
必

要
が
な
く
、
２
週
間
程
度
で
傷
口
が

わ
か
ら
な
く
な
る
た
め
、
手
術
後
の

痛
み
や
体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。

　

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
、
０
４
７
・

３
８
６
・
２
１
０
１

奨
励
賞

小
径
・
大
径
金
属
リ
ン
グ
製
造
技
術

ベ
ン
ダ
工
業

　
ベ
ン
ダ
工
業
の
開
発
し
た
ベ
ン
ダ

工
法
と
は
、
冷
間
曲
げ
加
工
と
電
気

溶
接
工
法
な
ど
を
用
い
た
金
属
リ
ン

グ
製
造
方
法
。
従
来
工
法

プ
レ
ス

打
ち
抜
き
、
パ
イ
プ
切
断
、
鍛
造
成

形

の
原
材
料
の
歩
留
ま
り
が

―

％
な
の
に
対
し
、
ベ
ン
ダ
工
法
は

―

％
と
極
め
て
高
い
。
ま
た
素

鋼
か
ら
ベ
ア
リ
ン
グ
鋼
ま
で
幅
広
い

材
質
へ
対
応
が
可
能
。

　
今
回
開
発
し
た
小
径
リ
ン
グ
で
は

自
動
車
業
界
か
ら
エ
ン
ジ
ン
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
用
歯
車
部
品
や
回
転
伝
達
部

品
の
ニ
ー
ズ
が
、
大
径
リ
ン
グ
に
お

い
て
は
船
舶
機
械
部
品
や
建
設
機
械

部
品
用
途
、
産
業
機
械
・
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
業
界
か
ら
風
力
発
電

装
置
に
使
用
す
る
リ
ン
グ
状
ベ
ア
リ

ン
グ
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

　

広
島
県
呉
市
、
０
８
２
３
・
８

７
・
２
４
６
１

奨
励
賞

電
極
材
打
抜
き
用
ハ
ン
ド
パ
ン
チ

野
上
技
研

　
野
上
技
研
の
「
電
極
材
打
抜
き
用

ハ
ン
ド
パ
ン
チ
」
は
、
市
場
が
拡
大

し
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な

ど
の
研
究
開
発
・
試
作
用
に
開
発
し

た
。
材
料
が
バ
リ
や
変
形
す
る
こ
と

な
く
、
電
極
材
の
ア
ル
ミ
箔
や
銅
箔

に
塗
布
し
た
活
物
質
の
滑
落
も
、
ほ

と
ん
ど
な
い
優
れ
た
切
れ
味
を
実
現

し
て
い
る
。

　
パ
ン
チ
と
ダ
イ
の
隙
間
は
０
・
０

０
５

以
下
を
確
保
し
、
電
極
材

を
１
万
枚
以
上
打
ち
抜
い
て
も
再
研

磨
の
必
要
が
な
い
程
、
切
れ
味
も
長

期
間
持
続
す
る
。

　
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で
４
０
０

と

小
型
軽
量
な
が
ら
、
簡
単
な
操
作
性

で
、
高
価
な
装
置
と
比
べ
て
も
遜
色

な
い
、
高
精
度
の
切
れ
味
を
確
保
で

き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
内

外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
電
池
メ
ー

カ
ー
や
研
究
機
関
、
大
学
な
ど
か
ら

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
、
０
２
９
５

・
５
３
・
２
１
８
８

　
　

奨
励
賞

点
字
学
習
機

ケ
ー
ジ
ー
エ
ス

　
ケ
ー
ジ
ー
エ
ス
の
点
字
学
習
機

「
ブ
レ
イ
ル
ス
タ
デ
ィ
Ｂ
Ｓ
１
」

は
、
点
字
初
学
者
が
点
字
を
独
習
す

る
た
め
の
電
子
装
置
。
音
声
と
可
動

点
字
表
記
の
連
動
を
利
用
し
た
「
世

界
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
式
点
字
学

習
機
」
だ
。
装
置
サ
イ
ズ
は
幅
１
８

０

×
奥
行
き
１
７
０

×
高
さ

、
重
量
５
５
０

と
コ
ン
パ
ク

ト
。
学
習
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
習
熟

に
応
じ
て
多
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

み
、
学
習
で
き
る
。
点
字
の
書
き
方

も
学
べ
る
。

　
最
大

文
字
の
点
字
を
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
ー
駆
動
式
点
字
ピ
ン
の
上
下

動
に
よ
り
自
動
表
示
す
る
仕
組
み
。

学
習
者
は
指
の
第
一
関
節
の
腹
部
分

の
触
覚
と
音
声
指
示
を
頼
り
に
点
字

の
読
み
を
学
ぶ
。
書
き
方
を
学
ぶ
に

は
、
点
字
１
マ
ス
６
ピ
ン
と
連
動
し

た
六
つ
の
キ
ー
で
入
力
す
る
。

　

埼
玉
県
小
川
町
、
０
４
９
３
・

７
２
・
７
３
１
１

奨
励
賞

米
胚
芽
油
ガ
ン
マ

築
野
食
品
工
業

　
築
野
食
品
工
業
の
「
米
胚
芽
油
ガ

ン
マ
」
は
濃
縮
し
た
γ

ガ
ン
マ

―
オ
リ
ザ
ノ
ー
ル
を
約

％
含
有
す

る
。
γ
―
オ
リ
ザ
ノ
ー
ル
は
医
薬
品

原
料
と
し
て
抗
酸
化
作
用
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
抑
制
、
ス
ト
レ
ス
性
症
状

改
善
な
ど
の
機
能
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
食
品
に
は
酸
化
防
止
剤
と
し
て

の
用
途
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
同
製
品
は
食
用
油
と
し
て
食

品
か
ら
の
摂
取
を
可
能
に
し
た
。

　
健
康
食
品
素
材
、
食
品
加
工
原
料

の
ほ
か
、
化
粧
品
原
料
と
し
て
展
開

す
る
。
米
胚
芽
油
ガ
ン
マ
は
独
自
技

術
に
よ
っ
て
ア
ル
カ
リ
油
滓
中
の
γ

―
オ
リ
ザ
ノ
ー
ル
を
残
す
こ
と
に
成

功
し
た
。
含
有
量
は
一
般
的
な
米
油

の
約
１
０
０
倍
に
相
当
す
る
。

　

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
、
０
７

３
６
・
２
２
・
０
０
６
１

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ５月８日 水曜日 　　


